
附属動物医療センターの紹介：
もっと動物を助けるために

農学生命科学研究科 附属動物医療センター
内科系診療科／広報担当

獣医臨床病理学研究室 准教授
米澤智洋



= 小動物臨床
獣医師だが・・・

「獣医師」のイメージ



実は獣医師の活躍の場は広い
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・獣医学専修の到達目標
＝哺乳類(と鳥類)と食品の

エキスパートになること



ライセンス教育
全国に１７の
獣医系大学

年間１０００人の
獣医師が輩出される



６年制の
体系だった
講義と実習

（ほぼ全て必修）



最初は基礎科目・実習からはじめ、
高学年では臨床現場で実習を行う

基礎実習 臨床実習

３年 ４年 ５年 ６年

講義午前

午後

→ 附属動物医療センターは、
臨床実習のメインの場所の一つ



東大動物医療センターに課せられた使命

・教育

・臨床

・研究

生態調和農学機構 曽我竜一 技官 画

小動物診療の



東大動物医療センター：特に小動物診療に特化



臨床実習：学生を診療現場に参加させて学ばせる



カンファレンスが学生の獣医力を鍛える
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問診

検査

診断

治療

診療の進め方：



問診

検査

診断

治療

が意味不明なとき

ができないとき

できないとき

法がないとき

しかし、一般の動物病院で…

しょうがないから
他院を紹介する



受診

紹介 共有

診療

それを引き受けるのが大学病院（二次診療施設）

一般の病院
（一次診療）

大学病院

飼い主

専門性

総合力



専門科による診療



特殊な検査



高額設備による検査



専門医による診断



最先端の治療



来院患者数（2017年度）

犬
猫

その他

11,282
2,894

101

種類 例数

計 14,277
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・獣医学研究
（細胞～組織～臓器

～個体～群集）

・小動物臨床とその研究

東大の特に優れたところ：



小動物臨床に
おける研究

・なぜ病気になるのか ……… 病態
・どうやって見つけるか …… 診断
・どうやって治すか ………… 治療



・年間60件以上の学術論文を発表、
・20件近い競争的資金を獲得



ここでわかったことは
動物の治療だけでなく、
ヒト医療・防疫分野にも
役立つことになる

・なぜ病気になるのか ……… 病態
・どうやって見つけるか …… 診断
・どうやって治すか ………… 治療



附属動物医療センター、それは
世界の伴侶動物と飼主のために



いや、それだけでなく、
世界の哺乳類と鳥類たちのために


